
資料２-３

静岡県熱海土木事務所

令和４年７月

説明資料
河川整備の費用対効果

初川水系流域委員会



河川整備計画の費用対効果

 初川河川整備の総費用と、事業実施によりもたらされる総便益を算出

 B/Cが1.0以上であるため、本事業の投資効果は妥当である。

※治水経済調査マニュアル（案） 国土交通省 水管理・国土保全局 R2.4に基づき算出
※評価対象期間は整備期間（2年）＋維持管理期間（50年）
※総便益は、治水（現在価値化）＋残存価値（現在価値化）
※総費用は、建設費（現在価値化）＋維持管理（現在価値化）
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